










（ 続紙 １ ）                             











































































（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
本博士論文は、中国西南部少数民族ラフの女性たちが、遠隔地の漢族農村男性と結婚し
てきた過去20年あまりの状況を、雲南省のラフ村落における長期調査に基づいて、その変
遷を追い、それに伴う送り出し側村落の対応と文化社会動態を明らかにしている。日中関
係の悪化する中で、粘り強く現地で交渉して勝ち得た2年間の少数民族村落での調査許可と
女性たちの婚出先への追跡調査とに基づく貴重な成果である。 
近年、国際結婚や異文化間結婚の研究は盛んになっており、特に発展途上国の女性が先
進国の男性と結婚する事例は、グローバル・ハイパーガミーとも呼ばれ、経済格差による
構造的問題として概念化されてきた。そこでは女性たちは、遠方への婚出を余儀なくされ
た構造の被害者として描かれるか、あるいは、主体的選択をする者として描かれるか、議
論は二分化されてきた。またそのほとんどは、女性の婚出先での調査がもとになってお
り、女性たちの出身地での体験や彼女たちを取り巻く近親者らの対応は、研究の視野に含
まれてこなかった。本論文は、この「構造の被害者か、主体的な行為者か」という二者択
一化した議論に疑問を呈し、また、後者で主張される女性のエージェンシーとは結局のと
ころ分析者の読み込みに過ぎないのではないかと問うことから出発する。そして、女性た
ちを送り出している出身地における長期調査に基づいて、エスノ・エージェンシーという
視点を提示し、揺れ動く女性たちの婚姻や居場所をめぐる選択を、女性たちのみの問題と
するのではなく、両親をはじめとする周囲の人々の解釈や語りをとりあげて論ずる。それ
によって、遠隔地の漢族との結婚の増加が、中国の辺境にある少数民族地域の社会にどの
ような変化をもたらしているかを明らかにしている。 
本論文は、以下の五つの学術的貢献によって評価することができる。第一に、中国語と
現地少数民族言語であるラフ語を駆使して実施した民族誌的調査に基づき、現地社会の動
態の詳細な記録を提示していることである。中国の少数民族研究は、現地調査の困難もあ
り、これまで民族の表象や客体化、民族を巡るポリティクスなどのテーマに集中し、ま
た、対漢族という固定的な非対称性と二項対立を所与とする傾向があった。近年、日常経
験に基づく少数民族研究も少しずつみられるが、本論文は、その上で、婚姻の変化をめぐ
る家族や村落内部の社会関係の変動について具体的に記述している点で、他に類を見な
い。長期滞在に基づく詳細な民族誌的記述であると同時に、固定的な民族間関係を脱し、
婚出する女性を通じて、少数民族の日常を、動態的にとらえた優れた民族誌である。 
第二に、中国全土に広がる経済格差に基づいた女性の婚姻のための移動という現象につ
いて、20年を超えるスパンでの変化を詳細に把握し、一元的にみなされがちな少数民族女
性の移動の変遷を明らかにしている。中国でも社会的関心を呼び、研究も少なくない現象
であるが、従来の研究のほとんどは、マクロな統計資料と、女性の流動の要因やプロセス
を婚出先の女性たちを対象とした調査のみに基づいて分析するものであった。本論文は、
主として女性たちを送り出す側の出身村における調査に基づき、出身地社会の生活経験の
多様性によって生じる個別性をも考慮し、また送り出す側が経験する葛藤や様々な調整・
交渉が行われることを明らかにしている。 
第三に、従来の遠隔地婚出女性や、グローバル・ハイパーガミーの研究に見られた、女
  
性たちを構造の被害者として描くか、あるいは、自ら選択し行為するものとして描くか、
という二者択一を脱して、現地の日常に密着し、現実に基づいて女性たちの行為や選択の
諸要因を描いている。そのために筆者は、エスノ・エージェンシー論というアプローチを
提案している。これは、行為を解釈する視点を当該社会の人々に据え、現地の人格観念と
のかかわりから人々の相互交渉を捉える手法であるとし、女性たちと彼女たちを取り巻く
人々のどのような交渉や選択の結果として遠隔地婚出がなされ、それが現地でどのような
選択として語られるか、現地社会における規範への影響とともに詳細に検討している。そ
れによって、二極化した議論のいずれにも与することなく、その間で揺れ動く女性たちと
周囲との関係についての現実をとらえ、豊かな民族誌を可能にしている。 
第四に、こうして描き出した事象から、現地における人格観念や婚姻について分析を加
え、女性たちの遠隔地婚出に伴う往来によって、その所在も、何をもって婚姻の成就とみ
なすかも、曖昧化していることを指摘している。村の性的規範と精霊祭祀や婚姻儀礼によ
る婚姻の承認、個々人の魂と家の関係、結婚証の発行と戸籍の移動などについて記述を重
ねることで、婚姻の流動化と、人格のあり方や人の所在が多重化していることを指摘し、
それに対して招魂儀礼や行政書類の登録などの手段を用いた交渉がなされることを明らか
にしている。それは、人類学における婚姻、人格観念（パーソンフッド）や移動と所在に
かかわる議論に対して、刺激ある貢献となっている。 
第五に、以上の議論から、中国の辺境少数民族地域の包摂過程の議論そのものにも一石
を投じている。ラフ村落地域が一つの慣習共同体として閉じた整合性を持つものではなく
なっていることは、行政書類が重要な駆け引きの道具となっていることにも如実に表われ
ている。しかしそれは、少数民族が漢族社会に通じる行政書類を用いることを余儀なくさ
れ、国家に包摂されていく過程であると同時に、国家の制度を取り込んで自らの所在を明
らかにする過程でもあることを説得的に論じている。 
これらの点を総じて、本論文は、エスノ・エージェンシー論を通じて婚姻や人格観念の
流動性・多重性を描き出し、中国における少数民族の民族誌、グローバル化する女性の移
動などの文化人類学や地域研究の議論に貢献するオリジナリティの高い論文である。 
よって本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成2
7年7月24日、論文の内容とそれに関連した事項について試問をおこなった結果、合格と認
めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際して
は、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
